
尾
おのえ

上左
さ

近
こん

中
なか

村
むら

梅
ばい

枝
し

坂
ばん

東
どう

新
しん

悟
ご

尾
おの え

上松
しょう

緑
ろく

坂
ばん

東
どう

亀
かめ

蔵
ぞう

中
なか

村
むら

萬
まん

太
た

郎
ろう

一

幕

二
、

つ
ち

ぐ
も

長
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囃
子
連
中

一
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一
法
眼
三
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き
く

河
竹
黙
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弥
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代
花
柳
壽
輔
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蜘

新
古
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十
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の
内
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た
け

松
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大
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松
竹

令
和
五
年
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国
公
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施
設
協
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主
催
東
コ
ー
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岡
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岡
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鶴
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梅
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叡
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梅
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萬
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坂

東

新
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昌

坂

東
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蔵

■
菊き

く
ば
た
け畑

■
土つ

ち

蜘ぐ
も

　
平
家
全
盛
の
時
代
。
舞
台
に
な
っ
て
い
る
兵
法
学
者
・
吉
岡
鬼
一
法
眼
の
館
の
庭
は
、

今
を
盛
り
と
見
事
に
菊
が
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
源
氏
に
仕
え
て
い
た
吉
岡
三

兄
弟
の
長
兄
で
あ
る
鬼
一
は
、
今
は
平
家
に
仕
え
て
い
ま
す
。
そ
の
鬼
一
の
館
に
奉
公

し
て
い
る
奴
の
智
恵
内
は
、
実
は
鬼
一
の
弟
鬼
三
太
で
秘
蔵
の
虎
の
巻
を
手
に
入
れ
る

た
め
に
姿
を
変
え
て
、
敵
方
の
平
家
に
与く

み

す
る
兄
の
真
意
を
探
っ
て
い
ま
す
。
主
君
で

あ
る
牛
若
丸
も
ま
た
、
平
家
討
伐
の
大
望
を
抱
き
つ
つ
、
虎
蔵
と
い
う
奴
に
身
を
や
つ

し
、
こ
の
館
に
奉
公
を
し
て
い
ま
す
。
鬼
一
の
娘
・
皆
鶴
姫
は
以
前
か
ら
、
虎
蔵
に
一

途
な
恋
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
が
、
二
人
の
素
性
を
知
っ
て
し
ま
い
…
…
。

　
時
代
物
の
浄
瑠
璃
の『
鬼
一
法
眼
三
略
巻
』は
、
享
保
十
六（
一
七
三
一
）年
九
月
、
大

坂
の
竹
本
座
で
初
演
、
後
に
歌
舞
伎
に
移
入
さ
れ
ま
し
た
。
全
五
段
の
内
、『
菊
畑
』の

通
称
で
知
ら
れ
る
本
作
は
三
段
目
に
あ
た
り
ま
す
。
本
名
題
に
あ
る「
三
略
巻
」と
は
、

中
国
の
兵
法
書「
六り

く

韜と
う

」「
三
略
」を
指
し
た
も
の
で
、
そ
の
中
に
は
、
所
謂
、「
虎
の
巻
」

で
あ
る「
虎こ

韜と
う

」が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の「
虎
の
巻
」が
物
語
の
展
開
で
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
満
開
の
菊
畑
を
背
景
に
、
歌
舞
伎
な
ら
で
は
の
様
々
な
役
柄
が
登

場
す
る
華
や
か
な
一
幕
で
す
。

　
時
は
平
安
時
代
。
病
床
に
伏
せ
る
源
頼
光
の
館
。
家
臣
の
平
井
保
昌
が
見
舞
い
に
訪

れ
、
薬
を
届
け
に
来
た
侍
女
胡
蝶
が
紅
葉
の
名
所
の
様
子
を
物
語
る
の
で
、
頼
光
は
し

ば
し
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
夜
が
更
け
、
再
び
胸
苦
し
さ
を
感
じ
る
頼
光
の
も
と

へ
智
籌
と
名
乗
る
叡
山
の
僧
が
忽
然
と
姿
を
現
し
ま
す
。
智
籌
は
病
気
平
癒
の
祈
祷
を

申
し
出
ま
す
が
…
…
。

　
明
治
十
四
年（
一
八
八
一
）六
月
、
河
竹
黙
阿
弥
の
作
詞
、
三
世
杵
屋
正
治
郎
の
作
曲
、

初
世
花
柳
壽
輔
の
振
付
に
よ
り
、
三
世
尾
上
菊
五
郎
の
三
十
三
回
忌
追
善
狂
言
と
し
て

五
世
菊
五
郎
に
よ
っ
て
新
富
座
で
初
演
さ
れ
、
後
に
菊
五
郎
家
の
家
の
芸「
新
古
演
劇

十
種
」の
一
つ
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
謡
曲
の「
土
蜘
蛛
」を
素
材
と
し
た
舞
踊
劇
で
、

能
舞
台
を
模
し
た〝
松
羽
目
物
〟の
大
曲
の
一
つ
と
し
て
繰
り
返
し
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

僧
智
籌
が
醸
し
出
す
妖
し
さ
と
頼
光
が
見
せ
る
品
格
の
対
峙
、
本
性
を
現
し
た
智
籌
が

千ち

筋す
じ

の
糸
を
繰
り
出
す
華
麗
な
立
廻
り
に
目
を
奪
わ
れ
ま
す
。
重
厚
で
あ
り
な
が
ら
変

化
に
富
ん
だ
舞
台
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

あ
ら
す
じ
と
み
ど
こ
ろ


